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極域下部熱圏で観測された高速中性風について

High-speed neutral wind observed in the polar lower thermosphere
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熱圏中性風は、磁気圏・電離圏活動による変調を受けることが知られている。特に地磁気擾乱が激しい時には、中性
風が非常に高速に加速されることが考えられる。中緯度では、磁気嵐時に音速を超えるような中性風が観測された例も
ある [Goncharenko et al., 2004]。一般に、風速が何らかの擾乱源に対して音速付近まで加速された場合、大気の圧縮性が
無視できなくなり、圧縮や膨張に伴う加熱や冷却などが起こる。例えば、Shinagawa and Oyama [2006]では、背景風速と
加熱源の相対速度が音速に近づくと圧縮や膨張により温度場が約 20-30 K程度変化する、というシミュレーション結果
が得られている。このような温度場の変動などが熱圏大気ダイナミクスへ与える影響は重大と考えられるが、音速程度
の高速中性風に関する観測研究は乏しく、その理解は限られている。Balthazor and Bailey [2006]は、DE-2衛星（観測高
度約 200-600 km）のWATSデータを基に音速程度の中性風について調べ、特に磁気緯度 75-85度の領域で発生頻度が高
い事を報告している。一方で極冠域の下部熱圏高度における観測研究は、ほぼ皆無といえる。

そこで我々は、高速中性風が熱圏大気ダイナミクスへ与える影響を理解するために、ロングイヤビン（緯度 78.2度、
経度 16.0度、磁気緯度 75.2度）に位置する EISCAT Svalbard Radar (ESR)の観測データを用いて、極冠域下部熱圏（高
度 95-120 km）における高速中性風について調べている。今回は、2005年 6月 16日に観測された高速中性風について報
告する。2005年 6月 16日 1000-1300 UT（1300-1600 MLT）頃、高度 118 kmで約 700 m/sの中性風が観測された。こ
のとき F領域対流電場は約 100 mV/mに達しており、約 1.5時間前の 0830 UT頃には ACE衛星で IMF Bzの急変（約 5
nTから約-15 nTへ）が観測されている。従って、観測された高速中性風は、IMF変動に伴う電離圏対流の増大により引
き起こされたと考えられる。発表では、ESRの観測結果を示すと共に、高速中性風の生成機構や高速中性風が大気ダイ
ナミクスへ与える影響などについて議論する予定である。
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